
（別紙３）

～ 2024年　11月　20日

（対象者数） 15 （回答者数）
12

～ 2024年　11月　20日

（対象者数） 2 （回答者数）
2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者からの相談や悩みに柔軟に対応していく。

2

安全に子どもたちが活動できるよう、定期的にグラウンドの

環境整備を行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

前年度から始めた学生向けのオープン・カンパニーを継続

し、法人の魅力をアピールしていく。

2

3

敷地内に成人の入所と通所施設があることで、将来の見通しや

卒業後のイメージが持ちやすい。

保護者からの相談があった際には、成人施設の職員に相談も出

来るような体制を取っている。

生活介護の施設内のイベントに参加するなど、子どもたちと成

人施設の交流を持っている。

施設が大和川の河川敷近くにあり、敷地内にはグラウンドがあ

る。のびのびと屋外活動を行うことができる。

屋外での活動をプログラムに積極的に取り入れることで、子ど

もたちの活動に幅を持たせることができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は十分と

は言えない。

退職者の数に対して、入職者数が追い付いていないため、放課

後等デイサービス部門だけでなく、法人全体が人員不足になっ

ている。

2024年　10月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 永寿の里　若葉（ひなたぼっこ）

○保護者評価実施期間
2024年　10月　25日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


